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COP 10(conference of the parties 2010 ) が名古屋国際会議場で 10 月 11 日～29 日ま



































学         長                         馬 場   忠 雄 
理事（教育等担当・副学長兼務）                   服 部   隆 則 
理事（医療等担当・副学長及び病院長兼務）         柏 木   厚 典 
理事（経営等担当）                              村 山   典 久 
理事（総務等担当）                              谷 川   成 美 
監          事                         荒 木   寿 一 
監          事                         奥 村   隆 志 
 
 
職 員 ・ 学 生 数 （平成２２年５月１日現在） 
職 員 数       役 員        ６（１）人  
                         教 員      ３１１（５）人 
                         事 務 職 員      １２８   人 
                            技 術 職 員      ６８１   人 
計       １，１２６（６）人 
                            （注）（ ）内の数字は、外数で非常勤を示す。 
 
医 学 部 学 生 数          医 学 科       ６０８  人 
                                   看 護 学 科       ２６１  人 
計         ８６９  人 
 
大学院医学系研究科学生数                        １５８  人 
 
総 数      ２，１５３  人 
 
土 地 ・ 建 物 
土 地      ２３３，０１７㎡     
 
建 面 積       ３７，４３５㎡ 
 




                              沿 革 
  昭和４９年 ２月  滋賀医科大学創設準備室を京都大学に設置   
         １０月  滋賀医科大学開学（滋賀県守山市 仮校舎） 
  昭和５０年 ５月  開学記念式典の挙行 
  昭和５１年 ８月  本校舎（大津市瀬田月輪町）の一部完成により仮校舎から移転 
  昭和５３年 ４月  医学部に附属病院を設置 
         １０月  医学部附属病院開院（３２０床） 
              医学部附属病院中央診療施設の設置 
  昭和５５年 １月  医学部附属病院の病床が１２０床増床（計４４０床） 
          ５月  医学部附属病院の病床が１６０床増床（計６００床）   
  昭和５６年 ４月  大学院医学研究科の設置 
  平成 ６年 ４月  医学部看護学科の設置 
  平成１０年 ４月  医学系研究科看護学専攻修士課程の設置 
  平成１６年 ４月  国立大学法人法の施行に伴い、国立大学法人滋賀医科大学が設立 
              （設置者が、「国」から「国立大学法人法滋賀医科大学」となった） 
学外有識者会議の設置（運営諮問会議の廃止） 
              医療人育成教育研究センターの設置 
              睡眠学講座（寄附講座）を開設 
              情報収集分析室の設置、監査室の設置 




           １０月  開学３０周年記念式典を開催 
  平成１７年 ４月  基礎医学講座の再編（２８講座となる） 







  平成１８年 ６月   バイオメディカル・イノベーションセンターの設置 
  平成１９年 ８月   新病棟（Ｄ病棟）竣工 
  平成２０年１０月  開院３０周年記念式典を開催 




平成２１年４月   医師臨床教育センターの設置（卒後臨床教育センターの廃止） 
             分子神経科学研究センターの改組（研究分野） 
             神経難病研究推進機構の設置 
             クリエイティブ モチベーション センターの設置 
             総合がん治療学講座（寄附講座）の開設 
        １０月  腫瘍内科の設置 























































   ・「個性が輝く大学」 

























期 間     平成２１年度 
 
範 囲     医学部、医学部附属病院、附属図書館、事務部門 
                 （月輪団地の看護師宿舎を除く全てを対象とする。） 
 
公 表 時 期    平成２２年 ９月 
 
次回公表予定時期    平成２３年 ９月 
 
参考としたガイドライン 
   環境省  「環境報告書の記載事項等の手引き」 
          「環境報告書ガイドライン（２００３年度版）」 























４ 環境運用組織体系 （平成２２年５月１日現在） 




















図．４－１  環境運用組織図 
組織運用 
（１） 部会等の設置年度 
平成１２年 ２月   建築・環境整備委員会 
平成１６年 ４月   建築・環境委員会設置 （建築・環境整備委員会を改称） 
平成１８年 １月   節減対策ワーキンググループ設置 
平成１８年 ５月   環境報告書ワーキンググループ設置 
 
（２） 各組織責任者 
環境責任者                     馬場 忠雄   学長 
環境内部監査責任者             村山 典久    理事 
建築・環境委員会委員長          谷川 成美   理事 





・ 医学部                        ・ 医学部附属病院 
・ 解剖センター                           ・ 大学院医学系研究科 
・  マルチメディアセンター              ・ 附属図書館 
・  ＭＲ医学総合研究センター               ・ 保健管理センター 
・  生活習慣病予防センター                ・ 分子神経科学研究センター 
・  医療福祉教育研究センター           ・ 動物生命科学研究センター 
・  医療人育成教育研究センター            ・ 実験実習支援センター  
・   ﾊﾞｲｵﾒﾃﾞｨｶﾙ・ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝｾﾝﾀｰ             ・ 事務部門 
環境報告書ワーキンググループ 
















表. ５－１ エネルギー別消費量 
 年間消費量 総エネルギー消費量 
電力 ２２，７１７，３１４ ［ＫＷＨ／年］ ２１３，５４３ 
都市ガス ３，３２６，１０１ ［ｍ３／年］ １４９，６７５
Ａ重油 １ ［ＫＬ／年］ ３９ 
















４月 １，５７６，９５７ １８０，５８９ ０
５月 １，６４４，０７１ １５４，４８４ ０
６月 １，８７３，０５５ ２３１，０５５ ０
７月 ２，２５５，７７０ ３６３，１２０ ０
８月 ２，２４３，５５３ ３７５，０６５ ０
９月 １，９６６，７０５ ２５８，８４２ ０
１０月 １，７２９，３９９ １６６，６３６ ０
１１月 １，７２９，６９０ ２３１，７７４ ０
１２月 １，９２０，９３１ ３０３，３２４ ０
１月 ２，０１３，１７１ ３９５，５２１ ０
２月 １，８１５，６７３ ３３４，８７７ ０
３月 １，９４８，３３９ ３３０，８１４ １，０００
合      計 ２２，７１７，３１４ ３，３２６，１０１ １，０００
前年度使用量 ２１，４１８，５７６ ３，３８５，９６５ １，０００






















































































































































【電力】 ２２，７１７，３１４（ｋｗｈ）×０．３５５（ｋｇＣｏ₂/ｋｗｈ）＝ ８，０６４，６４６（ｋｇＣＯ₂） 
８，０６５（ｔ－ＣＯ₂） 
 
【都市ガス】１４９，６７５ （ＧＪ）×０．０１３８（ｋｇ－Ｃ/ＭＪ）×４４/１２ ＝ ７，５７４（ｔ－ＣＯ₂） 
 
【Ａ重油】３９（ＧＪ）×０．０１８９（ｋｇ－Ｃ/ＭＪ）×４４/１２ ＝ ３（ｔ－ＣＯ₂） 
 
※１ 関西電力（株）より発表された 21年度の係数 
※２ 都市ガスの炭素排出係数 ０．０１３８   ※３ Ａ重油の炭素排出係数 ０．０１８９ 
（算定方法及び排出係数は温室効果ガス総排出量算定ガイドラインによる） 








５．２ 原材料消費量  
 



























































































































































文具類 ペン類 100 17,106個 17,106個 100 100 
機器類 椅子、机、
棚 
100 208個 208個 100 100 
ＯＡ機器 コピー機、
プリンタ 
100 144台 144台 100 100 
家電製品 電気冷蔵
庫等 
100 22台 22台 100 100 
照明 蛍光ランプ 100 5,280本 5,280本 100 100 











                    
 
      











                      
 
                      
 



























上水    139,311ｍ３
ＣＯ₂       15,642 ｔ 
下水       155,183ｍ３ 
医療廃棄物          ２３２ｔ 
産業廃棄物            ４６ｔ 
一般廃棄物（可燃・不燃）  ２６８ｔ 
Ａ重油        1,000Ｌ 
エネルギー消費量 温室効果ガス排出量 




（前年度比 １．７％減）  （前年度比 ０．５％増） 
 廃棄物排出量
 （前年度比 ５．２％増） 
 （前年度比 ２４．０％増） 









環   境   法   令 
エネルギーの使用の合理化に関する法律 
  第一種指定工場に指定され毎年１％のエネルギー削減を目指しております。 
環境基本法 
  環境基本法を遵守し事業活動を実施しております。 
地球温暖化対策の推進に関する法律 
  地球温暖化抑制のため、環境に配慮した設備機器の導入を推進しております。 
廃棄物の処理及び清掃に関する法律 
  処理に関しては、マニフェストにて適正に処分されていることを確認しております。 
ポリ塩化ビフェニル廃棄物の適正な処理の推進に関する特別措置法 

























































































医療  5.2％増 
産業 24.0%増 










































                                   節電、節水 
                         照明のスイッチには節電、水道の蛇口付近には 





                               エネルギーコストの掲示 










                           効率的な回収を促す表示をしてあります。 
                     特に大講義室近辺には積極的にゴミ箱を 





                                     クールビズ 



















                                 節減対策ワーキンググループ 




































ます。屋上緑化しました延べ面積は 980 ㎡であり、コウライ芝(470 ㎡)、ツツジ、アジサイ、ラ
ベンダー等が植栽され、６階の食堂への照り返しを防止し、景観を改善することが出来ました。
























































９ 環境報告書のまとめ   
 環境報告書の発行は今回で５回目となります。滋賀医科大学が取り組んでいる環境に関す
る行動を報告しています。 


































１０ その他   
 本報告書に関するお問い合わせは、下記までお願いいたします。 
 
 作成部署・お問い合わせ先：  
   滋賀医科大学施設課施設企画係 
〒５２０－２１９２  滋賀県大津市瀬田月輪町 
電話番号 ： ０７７－５４８－２０５２  ＦＡＸ ： ０７７－５４８－２０４７ 
e-mail   ：        hqsisetu@belle.shiga-med.ac.jp 
ホームページアドレス：http://www.shiga-med.ac.jp/ 
 
  交通・アクセス： 
    ■所要時間 
     ・東海道本線（琵琶湖線）ＪＲ京都駅からＪＲ瀬田駅まで約２０分（運賃：３２０円） 
     ・ＪＲ瀬田駅から大学病院までバス約１５分（運賃：２５０円） 
     ・ＪＲ瀬田駅から大学病院までタクシーで約１０分（運賃：約１，５００円） 
     ・ＪＲ南草津駅から大学病院までバス約１５分（運賃：３００円） 
     ・名神高速道路草津田上インターチェンジから約５分 
     ・名神高速道路瀬田（西・東）インターチェンジから約１０分 
      
 ■ＪＲの場合 
     東海道本線（琵琶湖線）のＪＲ瀬田駅で下車。ＪＲ瀬田駅から「滋賀医大」行きのバス
に乗車し「大学病院前」で下車 
     ※ＪＲ瀬田駅には新快速は止まりません。快速または各駅停車をご利用下さい。また、
ＪＲ京都駅では琵琶湖線（草津、野洲、米原、長浜行き）と湖西線とをお間違えないよ
うご注意下さい。 
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■本学学章の説明 
・「さざ波の滋賀」のさざ波と「一隅を照らす」光の波動とを組み合わせたもの。「中心
に向かって、外からさざ波の波動－これは人々への医への期待である。外に向かって
中心から一隅を照らす光の波動－これは人々の期待に返す答えである。 
